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害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
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認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
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8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 



ディジタル移動体通信機用

AGC機能内蔵アップコンバータ＋直交変調器IC

µ PC8125GR

バイポーラアナログ集積回路
Bipolar Analog Integrated Circuit

データ・シート

資料番号　P11486JJ2V0DSJ1（第2版）

発行年月　December 2000 N　CP(K)
1997, 2000

本資料の内容は，予告なく変更することがありますので，最新のものであることをご確認の上ご使用ください。�

本文欄外の　印は，本版で改訂された主な箇所を示しています。�

概　　要

　µ PC8125GRはディジタル移動体通信機送信用の間接型直交変調器として開発したシリコン・モノリシックICで

す。本ICは1.8 G～2.0 GHzまで動作するAGC機能付きアップコンバータと220 M～270 MHzまで動作する直交変調

器とを1チップ化したICで，20ピンSSOPパッケージに搭載しています。

　また，電源電圧は2.7 V～5.5 Vで動作し，パワーセーブ機能を有しています。これによりディジタル・コードレ

ス電話等の小型化，低消費電力化に適しています。

特　　徴

○ローカル・キャリア・リークおよびその逓倍波リーク対策のため，LPFを内蔵

○電源電圧：VCC = 2.7～5.5 V

○IFフィルタの挿入が可能

○パワーセーブ機能を内蔵

○AGC機能内蔵：ゲイン可変幅　40 dB（標準）＠f = 1.9 GHz

応　　用

○ディジタル・コードレス電話：PHS

オーダ情報

オーダ名称 パッケージ 包装形態

µ PC8125GR-E1 20ピン・プラスチックSSOP

（5.72 mm（225））

・12 mm幅エンボス式テーピング。

・1ピンはテープ引き出し方向。

・2.5 k個／リール。

備考　評価用サンプルのオーダについては，販売員にお問い合わせください。

（名称：µ PC8125GR，数量：20個／Unit）

本製品は高周波プロセスを用いていますので，静電気などの過大入力にご注意ください。
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ブロック図および端子接続図

製品系列一覧

タイプ名 品　名 Icc

（mA）

fLO1in

（MHz）

fMODout

（MHz）

アップ・コンバータ

fRFout（MHz）

応用分野

150 MHz直交変調器 µ PC8101GR 15/@2.7 V 100～300 50～150 外付け CT-2, 各種デｨジタル通信

間接型直交変調器 µ PC8104GR 28/@3.0 V 100～400 900～1 900 PHS, PDC etc.

400 MHz直交変調器 µ PC8105GR 16/@3.0 V 100～400 外付け PHS, PDC, IS-136, GSM etc.

1 GHzダイレクト直交変調器 µ PC8110GR 24/@3.0 V 800～1 000 直接変調 PDC, IS-136, GSM etc.

AGC機能付き間接型直交

変調器

µ PC8125GR 36/@3.0 V 220～270 1 800～2 000 PHS

µ PC8126GR 915～960 915～960ローカル用プリミキサ内蔵

1.0 GHzダイレクト直交変調器 µ PC8126K

35/@3.0 V

889～960 889～960

PDC800 MHz

×2LO周波数入力

間接型直交変調器

µ PC8129GR 28/@3.0 V 200～800 100～400 800～1 900 GSM, DCS1800, etc.

AGC機能付き

間接型直交変調器

µ PC8158K 28/@3.0 V 100～300 800～1 500 PDC800M/1.5 G

注意　製品の仕様については各品名のデータ・シートをご覧ください。

1VCC（MOD）�

2Filter1

3Filter2

4I

5Ib

6Q

7Qb

8LO1 in

9LO1 inb

10GND

20 VCC（Up-con.）�

19 RFout

18 GND

17 GND

16 VPS

15 VAGC

14 GND

13 LO2 in

12 LO2 inb

11 GND

Reg. Reg.

（Top View）�

LPF LPF

90deg. Phase�
Shifter（÷2）�

×2
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システム応用例（PHS）

SW
÷N

PLL

LC Filter

PLL

DEMO.

φ�

RX

TX

PA

μPC8125GR

0°�

90°�

I

Q

I
Q

RSSI
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1.　絶対最大定格

項　　目 略　号 条　　件 定　　格 単　位

電源電圧 VCC TA = ＋25 ℃ 6.0 V

パワーセーブ印加電圧 VPS TA = ＋25 ℃ 6.0 V

AGCコントロール電圧 VAGC TA = ＋25 ℃ 6.0 V

I/Qオフセット電圧 I/Q（DC）TA = ＋25 ℃, 4～7ピン 4.0 V

パッケージ許容損失 PD TA = ＋85 ℃
注

430 mW

動作周囲温度 TA －40～＋85 ℃

保存温度 Tstg －55～＋150 ℃

注　50×50×1.6 mm両面全銅箔ガラスエポキシ基板実装時

2.　推奨動作範囲

項　　目 略　号 条　　件 MIN. TYP. MAX. 単　位

電源電圧 VCC 2.7 3.0 5.5 V

動作周囲温度 TA －40 ＋25 ＋85 ℃

アップコンバータ出力

周波数

fRFout 1 800 － 2 000 MHz

アップコンバータ入力

周波数

fUPCONin 220 － 270 MHz

直交変調器出力周波数 fMODout

LO1入力周波数 fLO1in PLO1in = －10 dBm

LO2入力周波数 fLO2in PLO2in = －10 dBm 1 500 － 1 800 MHz

I/Q入力周波数 fI/Qin VI/Qin = 500 mVP－P MAX（単相）

VI/Qin = 250 mVP－P MAX（両相）

DC － 10 MHz

LO1入力電力レベル PLO1in －11.5 －10 －5 dBm

LO2入力電力レベル PLO2in －15 －10 －5 dBm

I/Q入力振幅 VI/Qin 単相入力 － － 500 mVP－P

両相入力 － － 250



6

µ PC8125GR

データ・シート  P11486JJ2V0DS00

3.　電気的特性

（TA = ＋25 ℃, VCC = 3.0 V, 特に指定のないかぎり, VAGC = 3.0 V, Vps = 3.0 V, RAGC = 10 kΩ, Rps = 1 kΩ,

I/Q（DC）= Ib/Qb（DC）= VCC/2 = 1.5 V, fI/Qin = 24 kHz,

VI/Qin = 500 mVp－p（単相）またはVI/Qin = 250 mVp－p（両相）

π /4DQPSK変調波入力, 伝送速度：384 kbps, フィルタ・ロールオフ率：α = 0.5, MODパターン：オール・ゼロ,

fLO1in = 250 MHz, PLO1in = －10 dBm, fLO2in = 1 650 MHz, PLO2in = －10 dBm, fRFout = 1 900 MHz＋fI/Qin）

項　　目 略　号 条　　件 MIN. TYP. MAX. 単　位

アップコンバータ＋直交変調器

トータル回路電流 ICC TOTAL 入力無信号時 30 36 48 mA

パワーセーブ時総暗電流 ICC （ PS ）

TOTAL

VPS≦0.5 V（Low） － 0.3 10 µ A

トータル出力電力1 PRFout1 VAGC = 3.0 V －13 －9 －5 dBm

Loキャリア・リーク LOL fLoL = fLo1＋fLo2 － －37 －30 dBc

イメージ・リジェクション

（サイドバンド・リーク）

ImR － －35 －30 dBc

I/Q 3次変調歪 IM3（I/Q） － －50 －30 dBc

AGCアンプ利得可変幅 GCR VAGC = 2.5 V～0 V 28 40 － dB

パワーセーブ 立ち上がり 　TPS（Rise） VPS（LOW）→VPS（HIGH） － 2 5 µ s

応答時間 立ち下がり 　TPS（Fall） VPS（HIGH）→VPS（LOW） － 5 10 µ s

変調精度

（ベクトル・エラー）

EVM MODパターン：PN9段 － 2.5 4.5 ％rms

隣接チャネル漏洩電力 Padj ∆ f = ±600 kHz, MODパターン：PN9段 － －68 －60 dBc

4.　標準参考特性

（TA = ＋25 ℃, VCC = 3.0 V, 特に指定のないかぎり, VAGC = 3.0 V, Vps = 3.0 V, RAGC = 10 kΩ, Rps = 1 kΩ,

I/Q（DC）= Ib/Qb（DC）= VCC/2 = 1.5 V, fI/Qin = 24 kHz,

VI/Qin = 500 mVp－p（単相）またはVI/Qin = 250 mVp－p（両相）

π /4DQPSK変調波入力, 伝送速度：384 kbps, フィルタ・ロールオフ率：α = 0.5, MODパターン：オール・ゼロ,

fLO1in = 250 MHz, PLO1in = －10 dBm, fLO2in = 1 650 MHz, PLO2in = －10 dBm, fRFout = 1 900 MHz＋fI/Qin）

項　　目 略　号 条　　件 参考値 単　位

アップコンバータ＋直交変調器

LO1スプリアス抑圧 PSUP（LO1） 7fLO1, 7fLO1（イメージ）, 8fLO1, 8fLO1（イメージ）

スペクトラム・アナライザ設定：RBW = 300 kHz, VBW = 3 MHz

－55 dBc

トータル出力電力2 PRFout2 VAGC = 0 V －50 dBm

I/Q入力インピーダンス ZI/Qin fI/Qin = 24 kHz, I→Ib, Q→Qbの値 200 kΩ

I/Q入力バイアス電流 II/Q I, Ib, Q, Qb→GNDの値 5 µ A

LO1入力VSWR ZLO1in fLO1 = 220 M～270 MHz 1.2：1 —
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5.　端子説明

端子

番号

略　号 印加電圧

（V）

端子電圧

（標準値）

（V）

機能および説明 等価回路

1 VCC

（MOD.）

2.7～5.5 — 直交変調器ブロックの電源電圧

端子です。安定化レギュレータ

を内蔵しているためVCC・温度

変動に対し安定したバイアス状

態を保ちます。

—————

2 Filter1 — 1.9 フィルタ端子です。Filter2端子

との間にLC並列回路を挿入す

ることで，高周波スプリアスを

抑圧することができます。

3 Filter2 — 1.9 フィルタ端子です。Filter1端子

との間にLC並列回路を挿入す

ることで，高周波スプリアスを

抑圧することができます。

4 I VCC/2 — I信号入力端子です。入力イン

ピーダンスは200 kΩ程度です。

入力信号の電位と振幅の関係は

別表のようになります。

5 Ib VCC/2 — Ib信号入力端子です。入力イン

ピーダンスは200 kΩ程度です。

単相入力の場合はVCC/2のDC電

位のみを入力します。両相入力

も可能です。

6 Q VCC/2 — Q信号入力端子です。入力イン

ピーダンスは200 kΩ程度です。

入力信号の電位と振幅の関係は

別表のようになります。

7 Qb VCC/2 — Qb信号入力端子です。入力イ

ンピーダンスは200 kΩ程度で

す。単相入力の場合はVCC/2の

DC電位のみを入力します。両

相入力も可能です。

8 LO1 in — 0 直交変調器のローカル入力端子

です。内部抵抗により50 Ωマッ

チングになっています。

9 LO1 inb — 2.4 直交変調器のローカル入力のバ

イパス端子です。外付け容量で

接地してください。

3 192

54
2.1 k

2 k

2.1 k

6 7
2.1 k 2.1 k

2 k

8

9

50
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端子

番号

略　号 印加電圧

（V）

端子電圧

（標準値）

（V）

機能および説明 等価回路

10

11

GND

（MOD.）

— 0 直交変調器ブロックのグランド

端子です。グランド・パターン

は最小インピーダンスになるよ

う最短距離で接地し，十分広く

とってください。

—————

12 LO2 inb — 1.9 アップコンバータのローカル入

力のバイパス端子です。外付け

容量で接地してください。

13 LO2 in — 1.9 アップコンバータのローカル入

力端子です。

ハイ・インピーダンス入力です

ので，外部回路でマッチングを

とってください。

14

17

18

GND

（Up－con.）

— 0 アップコンバータのグランド端

子です。グランド・パターンは

最小インピーダンスになるよう

最短距離で接地し，十分広くと

ってください。

—————

15 VAGC 0～VCC — AGCアンプのコントロール電圧

入力端子です。入力電圧を変化

させることで，RF出力信号レ

ベルを調整することができま

す。また，直列に外部抵抗

（RAGC）を接続した場合，この

抵抗値によりAGCカーブの傾き

を変えることができます。

16 VPS 0～VCC — 直交変調器およびアップコンバ

ータのパワーセーブ端子です。

内部レギュレータに連動し，下

記の制御が可能です。

19 RFout VCC — アップコンバータのRF出力端

子です。オープンコレクタ出力

ですので，外部回路でマッチン

グをとってください。

20 VCC

（Up－con.）

2.7～5.5 — アップコンバータの電源電圧端

子です。
—————

端子電圧はVCC = 3 Vの時。

　　　　は外付け

VPS（V） ICの状態

2.0～VCC ON（Active Mode）

0～0.5 OFF（Sleep Mode）

13 12

15
15 k

15 k

1 k

1 k

9 k

16

1.6 k

2 3

19
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6.　I/Q端子入力信号の電位と振幅の関係

電源電圧（V） オフセット電位（V） 入力振幅（mVP－P）

VCC VCC/2 = I = Ib = Q = Qb 単相入力

I = Q

両相入力

I = Ib = Q = Qb

2.7～3.0～5.5 1.35～1.5～2.75 ≦500 ≦250
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7.　標準特性曲線

（特に指定のないかぎり, TA = ＋25 ℃, VCC = 3.0 V, VAGC = 3.0 V, Vps = 3.0 V, RAGC = 10 kΩ, Rps = 1 kΩ,

I/Q（DC）= Ib/Qb（DC）= VCC/2 = 1.5 V, fI/Qin = 24 kHz, VI/Qin = 500 mVp－p（単相）

π /4DQPSK変調波入力, 伝送速度：384 kbps, フィルタ・ロールオフ率：α = 0.5, MODパターン：オール・ゼロ,

fLO1in = 250 MHz, PLO1in = －10 dBm, fLO2in = 1 650 MHz, PLO2in = －10 dBm, fRFout = 1 900 MHz＋fI/Qin）
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7. 1　DC特性
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（入力無信号時）�

ICC TOTAL vs. VPS�
（入力無信号時）�

5 0 1 2 3
パワーセーブ印加電圧 VPS（V）�

：TA = ＋25 ℃�
：TA = －40 ℃�
：TA = ＋85 ℃�

：TA = ＋25 ℃�
：TA = －40 ℃�
：TA = ＋85 ℃�
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：VCC = 5.5 V
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7. 2　出力特性
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PRFout1,LOL,ImR,IM3（I/Q）vs. PLO1in
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7. 3　隣接チャネル漏洩電力
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7. 4　誤差・精度
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7. 5　パワーセーブ応答時間

4

3

2

1

0
2 3

2.7 V 5.5 V

4
電源電圧 VCC（V）�

パ
ワ
ー
セ
ー
ブ
応
答
時
間（
立
ち
上
が
り
）
T
P
S
（
R
is
e）
（
μ
s）
� TPS（Rise）vs. VCC�

（VPS（LOW）→ VPS（HIGH））�

5 6

8

7

6

5

4

3

2

1

0
2 3 4

電源電圧 VCC（V）�

パ
ワ
ー
セ
ー
ブ
応
答
時
間（
立
ち
下
が
り
）
T
P
S
（
F
al
l）（
μ
s）
�

TPS（Fall）vs. VCC�
（VPS（HIGH）→ VPS（LOW））�

5 6

3.0 V

4

3.5

3

2.5

2

1.5

1

0.5

0
－50 0 50

周囲温度 TA（℃）�

パ
ワ
ー
セ
ー
ブ
応
答
時
間（
立
ち
上
が
り
）
T
P
S
（
R
is
e）
（
μ
s）
� TPS（Rise）vs. TA�

（VPS（LOW）→ VPS（HIGH））�

100

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0
－50 0 50

周囲温度 TA（℃）�

パ
ワ
ー
セ
ー
ブ
応
答
時
間（
立
ち
下
が
り
）
T
P
S
（
F
al
l）（
μ
s）
�

TPS（Fall）vs. TA�
（VPS（LOW）→ VPS（HIGH））�

100

－40 ℃� ＋85 ℃�

＋25 ℃�



17

µ PC8125GR

データ・シート  P11486JJ2V0DS00

ATTEN 10 dB�
RL 0 dBm　　10 dB/　�

RBW：2.0 MHz　VBW：3.0 MHz　SWP：50μs

出力応答（1）�
（VCC = 2.7 V）�

�

ATTEN 10 dB�
RL 0 dBm　　10 dB/　�

RBW：2.0 MHz　VBW：3.0 MHz　SWP：50μs

出力応答（3）�
（VCC = 5.5 V）�

�

ATTEN 10 dB�
RL 0 dBm　　10 dB/　�

RBW：2.0 MHz　VBW：3.0 MHz　SWP：50μs

出力応答（2）�
（VCC = 3 V）�

�
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7. 6　スペクトラム波形

▼�

▼�

▼�

○�

○�

○�
○�

○�

○�
○�

○� ○�

REF 0.0 dBm�
10 dB/�
�
　 MKR�
　 1.900 GHz

RBW�
300 kHz�
VBW�
3 MHz�
SWP�
10 s

ATT 10 dB A＿write B＿blank

START 0 Hz STOP 2.500 GHz

REF 0.0 dBm�
10 dB/�
�
　　 REF�
　　 0.0 GHz

RBW�
3 kHz�
VBW�
10 MHz�
SWP�
2.0 s

ATT 10 dB A＿write B＿blank

MARKER�
1.9000274 GHz�
－8.80 dBm

CENTER 1.9000000 GHz SPAN 200.0 kHz

REF 0.0 dBm�
10 dB/�
�
  MKR�
  1.8986 GHz

RBW�
300 kHz�
VBW�
3 MHz�
SWP�
10 s

ATT 10 dB A＿write B＿blank

MARKER�
1.8986 GHz�
－9.38 dBm

START 1.6500 GHz STOP 2.1500 GHz

○� 6fLO1

IM3（I/Q）�

ImR LOL

7fLO1�
1.75 GHz�
－69.1 dBm�
�

8fLO1�
（イメージ）�
1.8 GHz�
－65.0 dBm�
�

7fLO1�
（イメージ）�
2.05 GHz�
－67.5 dBm�
�

8fLO1�
2.0 GHz�
－68.0 dBm�
�

アップコンバータ出力スペクトラム�

送信帯域近傍スプリアス（1）�

アップコンバータ出力スペクトラム�

PRFout

�
PRFout

▲�

▲�

▽�
▽�

▽�
▼�

REF 0.0 dBm�
10 dB/�
�
　　 REF�
　　 0.0 dBm

RBW�
100 kHz�
VBW�
10 kHz�
SWP�
10 s

ATT 10 dB A＿write B＿blank

START 1.88000 GHz STOP 1.93000 GHz

PRFout

REF 0.0 dBm�
10 dB/�
�
　　 REF�
　　 0.0 dBm

RBW�
100 kHz�
VBW�
10 kHz�
SWP�
10 s

ATT 10 dB A＿write B＿blank

MARKER�
1.91793 GHz�
－8.02 dBm

START 1.88000 GHz STOP 1.93000 GHz

PRFout
REF －10.0 dBm�
10 dB/�
�
�
  ADJ BS�
  192 kHz�
�
�
  DL －10.0 dBm�
�
�
  RBW 3 kHz�
  VBW 10 kHz�
  SWP 5.0 s

ATT 0 dB A＿write B＿view

MARKER�
1.900600 GHz�
－68.00 dB

CENTER 1.900000 GHz SPAN 2.000 MHz

隣接チャネル漏洩電力波形�

送信帯域近傍スプリアス（2）�
（fLO1 = 233.15 MHz,fLO2 = 1662 MHz）�

�

送信帯域近傍スプリアス（3）�
（fLO1 = 233.15 MHz,fLO2 = 1684.8 MHz）�

�

PHS 使用周波数帯域�

1895.15～1917.95 MHz

PHS 使用周波数帯域�

1895.15～1917.95 MHz

1
2 3

4

＊＊＊ Multi Marker List ＊＊＊�
No.1：　1.899100 GHz　－71.00 dB　�
No.2：　1.899400 GHz　－68.00 dB　�
No.3：　1.900600 GHz　－68.00 dB　�
No.4：　1.900900 GHz　－71.25 dB　�

fLO1
○�
3fLO1

2fLO1

4fLO1

fLO2

PRFout
MARKER�
1.900 GHz�
－8.53 dBm

5fLO1
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7. 7　入出力インピーダンス

3 1

1

2

1

3
2

RFout 3：9.1445 Ω　－84.355 Ω　993.01 fF�
1 900.000 000 MHz

START　800.000 000 MHz　　STOP　2 000.000 000 MHz

Marker：�
1：900 MHz�
2：1.5 GHz�
3：1.9 GHz

LO1in

START　50.000 000 MHz　　STOP　500.000 000 MHz

LO2in 　2：10.053 Ω　－44.049 Ω　2.1898 pF�
1 650.000 000 MHz

START　800.000 000 MHz　　STOP　2 000.000 000 MHz

Marker：�
1：900 MHz�
2：1.65 GHz�
3：1.9 GHz

RFout（19ピン）出力インピーダンス�
　　　　　　　　　VCC = VPS = 3.0 V

LO1in（8ピン）入力インピーダンス�
　　　　　　　　　VCC = VPS = 3.0 V

LO2in（13ピン）入力インピーダンス�
　　　　　　　　　VCC = VPS = 3.0 V

　1：50 Ω　0 Ω　0 H�
250.000 000 MHz　　�

MARKER 3�
1.9 GHz

CH2　S22
L2 = 100 nH を接続して測定�
�

MARKER 3�
250 MHz

CH1　S11　�

CH2　S11　�

MARKER 2�
1.65 GHz
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8.　測定回路〈単相入力〉

1 VCC（MOD.）� VCC（UP-CON.）�

Filter1

C1 = 7 pFL1 = 47 nH

1 000 pF 1 000 pF L2 = 100 nH

100 pFC3 = 3 pF

ZL = 50 Ω�
RFout

Filter2 GND

l GND

lb Vps

Q VAGC

Qb GND

LO1in LO2in

LO1inb LO2inb

GND GND

20

2 19

3 18

4 17

5 16

6 15

7 14

8 13

9 12

10 11

1 000 pF

1 000 pF

1 000 pF

100 pF C2 = 2 pF

ZL = 50 Ω�

1 kΩ（Rps）�

10 kΩ（RAGC）�

100 pF

1 000 pF

100 pF
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9.　応用回路例〈単相入力の場合〉

（1）13ピンおよび19ピンの 　　　　 内は外部整合回路です。

本応用回路例では，当社評価用基板を用いてfLO2in = 1 650 MHz, fRFout = 1 900 MHzに50 Ωマッチングした場合

の定数を例示しています。

（2）2ピンと3ピン間には直交変調器出力周波数（fMODout）のBPF（バンド・パス・フィルタ）を挿入してください。

本応用回路例では当社評価基板を用いて250 MHzのBPFを構成した場合の定数を例示しています。

備考　応用回路例とその説明の詳細についてはアプリケーション・ノート「µ PC8101, 8104, 8105, 8125, 8129

の使い方」（P13251J）をご参照ください。

1 VCC（MOD.）� VCC（UP-CON.）�

Filter1

C1 = 7 pFL1 = 47 nH

1 000 pF 1 000 pF L2 = 100 nH

100 pFC3 = 3 pF

ZL = 50 Ω�
RFout

Filter2 GND

l GND

lb Vps

Q VAGC

Qb GND

LO1in LO2in

LO1inb LO2inb

GND GND

20

2 19

3 18

4 17

5 16

6 15

7 14

8 13

9 12

10 11

1 000 pF

1 000 pF

1 000 pF

100 pF C2 = 2 pF

ZL = 50 Ω�

5 kΩ（Rps）�

10 kΩ（RAGC）�

100 pF

1 000 pF

100 pF
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10.　評価ボード実装例

（1）50×50×0.4 mmポリイミド基板に両面35 µ m厚銅パターニング。

（2）裏面は全面GNDパターン。

（3）パターニング面は半田メッキ。

（4）○，○はスルーホール。

VPS

3 pF
2 pF

C 2

100 pF

1000 pF

1000 pF
1000 pF

1000 pF

100 nH

Cut

1000 pF

1000 pF

100 pF

100 pF

100 pF

5 kΩ 10 kΩ

RF OUT LO 2 IN

LO 1 IN

L 2

C 3

Q INI IN

PC8125GRµ

VCC

VCC

Ib Qb

VAGC

2.5000

0.6000φ
φ

7 pF

47 nH
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11.　外 形 図

　20ピン・プラスチックSSOP（5.72 mm（225））（単位：mm）

20

1.8 MAX.

3˚+7˚
–3˚

0.65

0.10 M

0.15

0.5 ± 0.2

11

1 10
6.7 ± 0.3

1.5 ± 0.1

0.1 ± 0.1

0.22 +0.10
–0.05

0.575 MAX.

0.15 +0.10
–0.05

6.4 ± 0.2

4.4 ± 0.1
1.0 ± 0.2

端子先端形状詳細図�
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12.　使用上の注意事項

（1）本製品は高周波プロセスを用いていますので，静電気等の過大入力にご注意ください。

（2）グランド・パターンは極力広く取り，接地インピーダンスを小さくしてください（誤動作防止のため）。

（3）接地端子は極力短く配線してください。

（4）VCC端子にはバイパス・コンデンサを挿入してください。

13.　半田付け推奨条件

本製品の半田付け実装は，下表の推奨条件で実施願います。

なお，推奨条件以外の半田付け方式および半田付け条件については，販売員にご相談ください。

半田付け方式 半田付け条件 推奨条件記号

赤外線リフロ パッケージ・ピーク温度：235 ℃，時間：30秒以内（210 ℃以上），回数：2回

制限日数：なし
注

IR35-00-2

VPS パッケージ・ピーク温度：215 ℃，時間：40秒以内（200 ℃以上），回数：2回

制限日数：なし
注

VP15-00-2

ウェーブ・ソルダリング 半田槽温度：260 ℃以下，時間：10秒以内，回数：1回

制限日数：なし
注

WS60-00-1

端子部分加熱 端子部温度：300 ℃以下，時間：3秒以内（デバイス一辺あたり）

制限日数：なし
注

－

注　ドライパック開封後の保管日数で，保管条件は25 ℃，65 ％RH以下。

　　（本製品はドライ・パックをしておりません。）

注意　半田付け方式の併用はお避けください（ただし，端子部分加熱方式は除く）。

　実装の方法および注意事項に関しましてはインフォメーション資料「半導体デバイス実装マニュアル」（C10535J）

をご参照願います。
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�
　本資料の内容は予告なく変更することがありますので，最新のものであることをご確認の上ご使用くだ

さい。�

　文書による当社の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。�
　本資料に記載された製品の使用もしくは本資料に記載の情報の使用に際して，当社は当社もしくは第三
者の知的財産権その他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。上記使用に
起因する第三者所有の権利にかかわる問題が発生した場合，当社はその責を負うものではありませんの
でご了承ください。�

　本資料に記載された回路，ソフトウエア，及びこれらに付随する情報は，半導体製品の動作例，応用例
を説明するためのものです。従って，これら回路・ソフトウエア・情報をお客様の機器に使用される場
合には，お客様の責任において機器設計をしてください。これらの使用に起因するお客様もしくは第三
者の損害に対して，当社は一切その責を負いません。�

　当社は品質，信頼性の向上に努めていますが，半導体製品はある確率で故障が発生します。当社半導体
製品の故障により結果として，人身事故，火災事故，社会的な損害等を生じさせない冗長設計，延焼対
策設計，誤動作防止設計等安全設計に十分ご注意願います。�

　当社は，当社製品の品質水準を「標準水準」，「特別水準」およびお客様に品質保証プログラムを指定
して頂く「特定水準」に分類しております。また，各品質水準は以下に示す用途に製品が使われること
を意図しておりますので，当社製品の品質水準をご確認の上ご使用願います。�

　　標準水準：コンピュータ，OA機器，通信機器，計測機器，AV機器，家電，工作機械，パーソナル機�
器，産業用ロボット�

　　特別水準：輸送機器（自動車，列車，船舶等），交通用信号機器，防災／防犯装置，各種安全装置，
生命維持を直接の目的としない医療機器�

　　特定水準：航空機器，航空宇宙機器，海底中継機器，原子力制御システム，生命維持のための医療機�
器，生命維持のための装置またはシステム等�

　当社製品のデータ・シート／データ・ブック等の資料で，特に品質水準の表示がない場合は標準水準製
品であることを表します。当社製品を上記の「標準水準」の用途以外でご使用をお考えのお客様は，必
ず事前に当社販売窓口までご相談頂きますようお願い致します。�

M7　98.8

•

•
•

•

•

•

ＮＥＣ半導体テクニカルホットライン�

（電話：午前 9:00～12:00，午後 1:00～5:00）�

お問い合わせ先�

【営業関係お問い合わせ先】�

【資料の請求先】�

【インターネット電子デバイス・ニュース】�

C00.6

【技術的なお問い合わせ先】�
電　話 ：044-435-9494�
FAX ：044-435-9608�
E-mail ：s-info@saed.tmg.nec.co.jp

上記営業関係お問い合わせ先またはNEC特約店へお申しつけください。�

NECエレクトロンデバイスの情報がインターネットでご覧になれます。　　　　URL（アドレス）　　http://www.ic.nec.co.jp/

第一販売事業部�
東　京　(03)3798-6106, 6107,

6108
名古屋　(052)222-2375�
大　阪　(06)6945-3178, 3200,

3208, 3212
仙　台　(022)267-8740
郡　山　(024)923-5591
千　葉　(043)238-8116

第二販売事業部�
東　京　(03)3798-6110, 6111,

6112

立　川　(042)526-5981, 6167

松　本　(0263)35-1662

静　岡　(054)254-4794

金　沢　(076)232-7303

松　山　(089)945-4149

第三販売事業部�
東　京　(03)3798-6151, 6155, 6586,

1622, 1623, 6156
水　戸　(029)226-1702
広　島　(082)242-5504
高　崎　(027)326-1303
鳥　取　(0857)27-5313
太　田　(0276)46-4014
名古屋　(052)222-2170, 2190
福　岡　(092)261-2806
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